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２
０
２
１
年
12
月

6
日
付
で
私
は
光
西

寺
の
住
職
を
退
任
い

た
し
ま
し
た
。
在
任

中
、
至
誠
ホ
ー
ム
の

関
係
各
位
に
は
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

私
は
在
任
中
、
至
誠
学
舎
歴
代
理
事
長
・
歴

代
至
誠
ホ
ー
ム
長
の
追
悼
法
要
や
春
秋
の
彼
岸

会
な
ど
、
ホ
ー
ム
の
お
参
り
事
に
関
わ
ら
せ
て

い
た
だ
き
、
多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
以
下
、
記
憶
に
留
ま
る
こ
と
を
い

く
つ
か
記
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
が
ホ
ー
ム
の
お
参
り
事
に
関
し
て
真
っ
先

に
想
い
起
こ
す
の
は
、
橋
本
冨
美
子
先
生
か
ら

い
ろ
い
ろ
な
お
話
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
い
た
こ

と
で
す
。
そ
の
中
に
は
、
稲
永
久
一
郎
先
生
が

御
苦
労
さ
れ
て
至
誠
学
舎
を
起
こ
さ
れ
、「
数
あ

る
事
業
の
其
の
中
に　

老
人
ホ
ー
ム
が
開
か
れ

る
」
と
『
至
誠
ホ
ー
ム
和
讃
』
に
あ
る
よ
う
に

ホ
ー
ム
が
開
設
さ
れ
た
こ
と
等
の
お
話
も
あ
り

ま
し
た
が
、
と
り
わ
け
私
の
印
象
に
残
っ
た
の

は
『
慈
照
院
和
讃
』
の
お
話
で
し
た
。

　

或
る
時
ホ
ー
ム
に
お
ら
れ
た
方
の
お
通
夜
が

あ
り
、
至
誠
学
舎
二
代
目
理
事
長
・
初
代
至
誠

ホ
ー
ム
長
だ
っ
た
稲
永
ヨ
シ
先
生
（
慈
照
院
様
）

は
、
そ
の
日
体
調
が
す
ぐ
れ
な
か
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、「
私
が
出
る
と
皆
が
喜
ぶ
よ
」
と
お

っ
し
ゃ
っ
て
焼
香
さ
れ
、
そ
れ
で
お
倒
れ
に
な

り
、
結
局
亡
く
な
ら
れ
る
に
至
っ
た
と
い
う
こ

と
で
、
光
西
寺
初
代
住
職
・
渡
辺
秀
心
が
「
有

為
転
変
は
世
の
習
い　

こ
と
わ
り
き
か
ぬ
無
情

な
り　

ホ
ー
ム
に
お
い
で
の
お
姿
を　

眺
め
嬉

し
や
束
の
間
に　

お
ん
歳
六
十
余
歳
に
て　

弥

陀
の
浄
土
に
御
往
生
」
と
詠
う
和
讃
を
創
ら
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し

た
。

　

こ
の
よ
う
な
和
讃
の
趣
旨
は
、
冨
美
子
先
生

に
教
え
て
い
た
だ
か
ね
ば
、
分
か
ら
な
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
冨
美
子
先
生
の
魂
の
こ
も
っ
た

語
り
を
繰
り
返
し
お
聞
か
せ
い
た
だ
く
こ
と
で
、

は
じ
め
て
私
に
は
ホ
ー
ム
を
築
い
て
来
ら
れ
た

皆
様
の
御
苦
労
が
偲
ば
れ
る
感
じ
が
致
し
ま
し

た
。『
歎
異
抄
』
序
文
に
「
故
親
鸞
聖
人
の
御
物

語
の
趣
、
耳
の
底
に
留
む
る
と
こ
ろ
、
い
さ
さ

か
こ
れ
を
注
（
し
る
）
す
」
と
あ
り
ま
す
が
、

以
上
の
よ
う
な
冨
美
子
先
生
の
語
り
は
、
ホ
ー

ム
の
関
係
者
誰
も
が
耳
の
底
に
留
め
て
語
り
継

ぐ
べ
き
物
語
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。

　

ま
た
、
私
は
ホ
ー
ム
の
お
参
り
事
の
中
で
、

仏
教
の
本
質
的
問
題
に
つ
い
て
も
考
え
さ
せ
ら

れ
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
し
た
。
私
は
「
極
楽

浄
土
と
は
、
未
来
に
あ
る
、
苦
し
み
の
な
い
と

こ
ろ
、
楽
の
極
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
す
」
と
い
う

法
話
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
話
を

最
初
に
着
想
し
た
の
も
ホ
ー
ム
の
お
参
り
事
の

時
で
し
た
。「
も
し
明
日
と
い
う
日
（
未
来
）
が

来
な
け
れ
ば
、
人
は
今
日
（
現
在
）
生
き
る
意

味
を
見
失
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
と
同
様
、

も
し
来
世
が
な
け
れ
ば
、
現
世
に
お
け
る
人
生

全
体
の
意
味
も
失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
た
だ

し
か
し
、
い
く
ら
未
来
が
必
要
で
も
、
来
世
が

現
世
よ
り
も
苦
し
み
に
満
ち
た
世
界
な
ら
ば
、

そ
れ
も
困
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
来
世
は
是
非

と
も
苦
し
み
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
欲
し
い

―
―
そ
れ
が
極
楽
浄
土
に
往
生
し
た
い
と
い
う

こ
と
の
も
つ
意
味
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と

い
う
の
は
、
ホ
ー
ム
で
皆
様
の
顔
を
見
て
い
て

思
い
付
い
た

話
で
し
た
。

　

そ
し
て
、

ホ
ー
ム
の
納

骨
堂
こ
そ
は

極
楽
浄
土
を

象
徴
す
る

も
の
だ
と

思
い
ま
す
。

１
９
７
６
年
9
月
に
当
時
の
ホ
ー
ム
長
・
橋
本

良
市
先
生
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
納
骨
堂
の
前

面
に
は
、
親
鸞
聖
人
の
筆
跡
で
『
南
無
阿
弥
陀

佛
』
の
名
号
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
親
鸞
聖
人

は
晩
年
お
弟
子
に
送
ら
れ
た
手
紙
に
、「
こ
の
身

は
、
い
ま
は
、
と
し
き
は
ま
り
て
候
へ
ば
、
さ

だ
め
て
さ
き
だ
ち
て
往
生
し
候
は
ん
ず
れ
ば
、

浄
土
に
て
か
な
ら
ず
か
な
ら
ず
ま
ち
ま
ゐ
ら
せ

候
ふ
べ
し
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
の

納
骨
堂
は
、「
未
来
に
あ
る
、
苦
し
み
の
な
い
と

こ
ろ
」
に
亡
き
人
々
が
先
に
往
っ
て
待
っ
て
い

て
く
れ
る
と
い
う
こ
と
を
表
す
場
で
あ
り
、
こ

れ
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
ホ
ー
ム
の
皆
様
が
安

心
し
て
人
生
を
全
う
で
き
る
と
い
う
意
味
を
も

つ
も
の
で
は
な
い
か
と
思
う
し
だ
い
で
す
。

　

今
後
ホ
ー
ム
の
お
参
り
事
は
光
西
寺
四
代
目

住
職
・
渡
邉
頼
陽
が
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
私
も
前

住
職
と
し
て
お
参
り
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も

あ
る
と
思
い
ま
す
。
改
め
ま
し
て
、
そ
の
時
に

は
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

南
無
阿
弥
陀
佛

住
職
退
任
の
御
挨
拶

　
～
至
誠
ホ
ー
ム
と
の
関
わ
り
で
記
憶
に
留
ま
る
と
こ
ろ
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
光
西
寺
前
住
職
　
渡
邉
順
誠

至誠ホーム納骨堂
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昨
年
に
引
き
続
き
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
３
月
８
日
に
Ｗ
Ｅ
Ｂ

配
信
で
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
３
月
10
日
か
ら
31
日
ま
で
法
人
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

ア
ッ
プ
し
、
ホ
ー
ム
の
職
員
以
外
の
皆
様
に
も
報
告
会
を
視
聴

し
て
頂
け
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
①
至
誠
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
至
誠
ホ
ー
ム
ア

ウ
リ
ン
コ
合
同
チ
ー
ム
に
よ
る
「
１
回
た
っ
た
の
10
秒
⁉
～
腰

痛
予
防
の
習
慣
化
を
目
指
し
て
～
」、
②
至
誠
ホ
ー
ム
ス
オ
ミ
・

ケ
ア
ハ
ウ
ス
に
よ
る
「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
フ
レ
イ
ル
予
防
な

生
活
を
目
指
し
て
！
」、
③
至
誠
キ
ー
ト
ス
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
圏

域
居
宅
の
連
携
を
深
め
る
～
時
代
変
化
に
伴
う
主
任
介
護
支
援

専
門
員
の
役
割
の
再
考
～
」、
④
至
誠
ホ
ー
ム
ミ
ン
ナ
小
規
模
多

機
能
ホ
ー
ム
に
よ
る
「
ミ
ン
ナ
小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
の
個
別

支
援
」
の
４
つ
の
発
表
で
し
た
。

　

ど
の
チ
ー
ム
も
一
年

を
通
し
て
、
日
頃
の
問

題
や
課
題
に
取
り
組
ん

だ
内
容
で
し
た
。
こ
の

内
容
を
ホ
ー
ム
の
中
で

共
有
し
、
活
力
の
あ
る

職
場
づ
く
り
や
ホ
ー
ム

の
質
の
向
上
に
努
め
、

今
後
も
利
用
者
や
地
域

の
皆
様
の
た
め
に
、
引

き
続
き
努
力
を
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

～
ま
こ
と
の
心
の
取
り
組
み
～

　
　
サ
ー
ビ
ス
向
上
委
員
長　

櫻
井
桃
世

　
リ
ハ
ビ
リ
を
し
て
い
て
、「
よ
く

な
ら
な
い
」「
変
わ
ら
な
い
」「
効
果

が
な
い
か
ら
や
っ
て
も
意
味
が
な

い
」
等
言
わ
れ
る
方
が
い
ま
す
。
私

は
リ
ハ
ビ
リ
の
目
標
と
し
て
「
現
状

維
持
」
と
い
う
言
葉
を
よ
く
使
い
ま

す
。「
変
わ
ら
な
い
」
と
「
効
果
が

な
い
」
は
同
じ
で
し
ょ
う
か
？

　
人
間
の
身
体
は
年
齢
を
重
ね
る
こ

と
で
機
能
が
低
下
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
使
わ
な
い
で
い
る
事
で
も
低

下
し
て
い
き
ま
す
。
私
達
が
生
活
の

中
で
、
歩
い
た
り
、
家
事
を
し
た

り
、
食
べ
た
り
す
る
等
使
っ
て
い
る

こ
と
で
そ
れ
ら
の
機
能
は
維
持
さ
れ

て
い
る
わ
け
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
運
動
不
足
が
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
使
わ
な
い

で
い
る
事
で
起
こ
る
機
能
低
下
が
懸

念
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
に

伴
い
多
く
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
が
紹
介

さ
れ
て
い
ま
す

が
、
維
持
し
た

い
の
で
あ
れ
ば

続
け
る
こ
と
が

必
要
と
な
り
ま

す
。
で
す
が
、

続
け
る
事
が
難

し
い
の
で
す
。

　
運
動
を
続
け
る
た
め
に
は
、
無
理

な
く
楽
し
ん
で
で
き
る
事
を
、
日
々

の
習
慣
に
取
り
入
れ
て
行
う
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。
具
体
的
な
目
標
を

立
て
て
行
う
こ
と
も
有
効
だ
と
思
い

ま
す
。

　
「
変
わ
ら
な
い
」
の
は
悪
く
な
っ

て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
五
年

後
、
十
年
後
も
今
と
変
わ
ら
ず
「
現

状
維
持
」
で
き
る
こ
と
を
目
標
に
、

努
力
を
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
　
　
　
理
学
療
法
士　

荷　
上　
　
　
香

高
齢
期
を
元
気
に
過
ご
そ
う
‼

　
　
　
　
　
専
門
職
か
ら
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
！

現
状
維
持

第
27
回
至
誠
ホ
ー
ム
実
践
報
告
会

 

至
誠
ホ
ー
ム
後
援
会
の
ご
支
援
に 

 

感
謝
い
た
し
ま
す

　
　
　
　 

　
至
誠
ホ
ー
ム
長
　
旭
　
博
之　

　
令
和
4
年
1
月
書
面
開
催
さ
れ
ま
し
た
「
至

誠
ホ
ー
ム
後
援
会
」
の
役
員
会
で
後
援
会
員

様
の
年
会
費
、
ご
寄
付
を
合
わ
せ
た
総
額

３
２
１
万
円
を
至
誠
ホ
ー
ム
へ
の
ご
寄
付
と
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
た
く
拝
受

の
上
、
こ
の
貴
重
で
高
額
な
ご
芳
志
は
施
設
・

設
備
整
備
の
借
入
金
の
返
済
財
源
と
し
て
感
謝

し
て
充
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

後
援
会
コ
ー
ナ
ー

　
２
０
２
１
年
度 

事
業
報
告

1
．
役
員
会　
２
０
２
１
年
12
月
９
日
㈭

　
　
２
０
２
１
年
度
役
員
総
会
（
２
月
郵
送
に
て
）

２
．
至
誠
ホ
ー
ム
後
援
会
収
支
中
間
報
告
（
７
月

郵
送
に
て
）

３
．
永
年
会
員
表
彰
（
10
月
賞
状
と
記
念
品
を
郵

送
に
て
送
付
）

　
55
年
２
名
、45
年
１
名
、40
年
２
名
、35
年
１
名
、

30
年
２
名
、25
年
６
名
、20
年
５
名
、15
年
10
名
、

10
年
５
名
、
５
年
11
名　
　
合
計
45
名

４
．
会
費
納
入
願
い
発
送
（
２
月
全
会
員
に
ご
紹

介
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
添
付
）（
８
月
未
入
金
者
）

５
．
長
寿
を
祝
う
会
に
お
花
を
贈
る

６
．
至
誠
ホ
ー
ム
へ
寄
付

　
　
　
３
，２
１
０
，０
０
０
円

　
　
　
（
内
訳
：
寄
付
預
り
金　

２
，１
０
２
，０
０
０
円
、

　
　
　

         

会　
　
　
費　
１
，１
０
８
，０
０
０
円
）
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後
援
会
費
納
入
者
ご
芳
名

　
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。（
敬
称
略
・
順
不
同
）

　
令
和
３
年
12
月
１
日
〜
令
和
４
年
３
月
31
日

綿
引
紀
子	

伊
藤
順
一	

油
井
浩
二

㈲
梅
田
経
営
セ
ン
タ
ー　

代
表
取
締
役
梅
田
春
生

佐
藤
典
子　
　

林　

个	

金
井
裕
一

井
上
富
士
子	

長
谷
川
英
子	

安
本
善
衛

安
本
サ
ヨ
子	

髙
山
忠
久	

髙
山
俊
子

高
松
久
美
子	

梶
浦
善
江	

田
中
章
司

戸
田
理
一　
　

伊
藤
英
雄　
　

㈱
多
摩
健
康
企
画

木
宮
絹
枝　
　

太
田　

利	

吉
﨑
武
子

茂
木
ハ
マ
子	

下
東
玲
子	

上
野
和
夫

若
松
京
子	

佐
藤
さ
ち	

疋
田
美
奈
子	

戸
田
和
三	

渡
辺
正
志	

保
谷
正
幸	

泊　

房
枝	

島
田　

壽	

水
田
康
子

上
岡
謙
夫	

君
島
臣
孝	

御
野
秀
雄	

浅
見
義
明	

今
井
二
三
雄	

江
原
美
規
子	

大
神
田
忠
弘	

加
藤
和
夫	

加
藤
恵
美

菅
野　

栄	

倉
本　

宣	

酒
井
守
利

佐
藤
眞
弘	

高
倉
洋
子	

筒
井
常
雄

野
末
正
江	

橋
本　

茂	

南
部　

浩

松
本
美
代
子	

安
本
善
理	

矢
野
慶
子　

㈱
関
山	

代
表
取
締
役
社
長		

関
山
尚
一

㈲
三
上
鰹
節
店	

代
表
取
締
役		

三
上
康
子

㈲
松
山
堂
薬
局　

松
山
宏	

岩
品
昭
夫

　
２
０
２
２
年
度 

事
業
計
画

1
．
役
員
会　
年
３
回
開
催
予
定　
　

2
．
ホ
ー
ム
事
業
協
力　
感
謝
の
つ
ど
い
・
長
寿

　
　
を
祝
う
会
に
お
花
を
贈
る

３
．
永
年
会
員
表
彰　
感
謝
の
つ
ど
い
に
於
い
て

　　
（
６
月
）

４
．
バ
ザ
ー
協
賛　
至
誠
祭
り
に
て

５
．
至
誠
ホ
ー
ム
へ
寄
付　
年
１
回
（
12
月
）

６
．
そ
の
他

至誠ホーム後援会 2021 年度収支決算書
2021 年１月 1 日〜 2021 年 12 月 31 日

＜収入の部＞   　　　　　　　　　　　　　　　　単位：円

＜支出の部＞

至誠ホーム後援会 2022 年度予算書
2022 年１月 1 日〜 2022 年 12 月 31 日

＜収入の部＞   　　　　　　　　　　　　　　　　単位：円

＜支出の部＞

※寄付金収入については、後援会のご尽力呼びかけにより集められた
お金で「預り金」として処理し随時至誠ホームに寄付しております。 ※寄付預かり金については後援会のご尽力呼びかけにより集められ

　たもので随時至誠ホームに寄付しています。
※１　至誠ホームへ寄付　寄付預り金　　　2,102,000 円　
　　　　　　　　　　　　会費からの寄付　1,108,000 円

単位：円単位：円

科目 2022 年度予算 2021 年度予算 差引額 摘要

通 信 費

印 刷 費

会 議 費

振込手数料

事 業 費

雑 費

寄 付 金

予 備 費

 計    

 60,000 60,000 0 はがき、切手等

 10,000 10,000 0 振込用紙印字代

 30,000 30,000 0 
 40,000 40,000 0 振替口座手数料他

 70,000 80,000 △ 10,000 長寿を祝う会

 10,000 11,000 △ 1,000 
 3,500,000 3,500,000 0 至誠ホームへ寄付

 10,869 15,743 △ 4,874
 3,730,869 3,746,743 △ 15,874  

科目 2021 年度予算 2021 年度決算 差引額 摘要

前期繰越金
会費収入
寄 付 預 り 金
雑 収 入

計

 46,643 46,643 0
 2,000,000 1,258,152 △ 741,848 271 件 
 1,700,000 2,102,000 402,000 157 件
 100 0 △ 100 
3,746,743 3,406,795 △ 339,948 

科目 差引額 摘要2021 年度予算 2021 年度決算

通 信 費
印 刷 費
会 議 費
振込手数料
事 業 費
雑 費
寄 付 金
予 備 費

計
次期繰越金

 60,000 33,600 △26,400 はがき、切手等
 10,000 0 △10,000
 30,000 25,857 △4,143 役員会お茶代
 40,000 38,819 △1,181 振替口座手数料81件
 80,000 57,750 △22,250 長寿を祝う会
 11,000 10,000 △1,000 梅田様お香典
 3,500,000 3,210,000 △290,000 ※1
 15,743 0 △15,743 
 3,746,743 3,376,026 △370,717
  30,769  

科目 2022 年度予算 2021 年度予算 差引額 摘要

前期繰越金
会費収入
寄 付 預 り 金
雑 収 入

計

 30,769 46,643 △ 15,874
 2,000,000 2,000,000 0  
 1,700,000 1,700,000 0 
 100 100 0 郵便貯金利息
3,730,869 3,746,743 △ 15,874 

㈱
ト
ー
コ
ン	

代
表
取
締
役		

小
関
長
一
郎

㈱
東
京
ボ
ン
・
サ
ン
テ　
代
表
取
締
役
社
長		

林
守

太
田
清
勝	

岡
田　

清	

熊
谷
育
子

清
水
春
美	

内
藤　

博	

橋
詰　

亨

広
木
か
ほ
る	

大
井
田
フ
サ
エ　

門
川
千
雄	

工
藤　

剛	

佐
藤
晏
子	

志
村
広
一
郎	

名
久
井
ト
シ
子	　

原　

忠
昭	

堀　

弘
子	

山
﨑
和
子	

渡
辺
道
子	

宮
川
典
子

横
田
照
夫	

小
川　

隆	

小
野
俊
雄

近
藤
親
則	

清
水
早
苗	

志
村
久
枝

杉
原
メ
リ
子	

㈱
サ
ン
エ
ー
電
化

㈱
サ
ン
プ
ロ
ス	

代
表
取
締
役		

馬
場
弘
行

江
口
三
枝
子	

大
山
勝
美	

小
俣
明
洋

桑
原
千
代
子	

小
向
敏
江	

髙
橋
直
子

高
松
信
幸	

種
村
和
江	

西
村
一
夫

堀
江
登
代
子	

三
田
憲
次	

三
田
芙
美
子

橋
本
冨
美
子	

小
松
万
壽
子	

小
松　

滋

辛
島
道
子	

岸　

幸
子	

勝
木
敬
子

佐
藤
美
智
子	
安
藤
道
子	

渡
邉
綾
子

熊
澤
和
枝	
辻
口
喜
明	

辻
口
三
穗
子

藤
森
裕
子	

中
山
詔
八
郎	

藤
田
三
千
代

山
田
美
和
子	

伊
藤
康
子　
　

光
西
寺

ア
オ
キ
住
宅
機
材
販
売
㈱　

青
木
憲
明

ア
オ
キ
住
宅
機
材
販
売
㈱
代
表
取
締
役
社
長
米
山
鐘
一

四
戸
友
晴	

㈱
朝
雅	

吉
上
耕
平

吉
上
沙
紀　

榎
本
良
一　

飯
沼
電
気
㈱
飯
沼
克
美	

下
田
光
江	

村
瀬
博
子	

大
澤
早
智
子	

清
水
紀
代
子	

田
代
啓
美	

橋
本
百
合
子	

岩
﨑
不
動
産
㈱
代
表
取
締
役		

岩
﨑
春
伸

渡
辺
由
紀
子	

中
野
満
佐
美	

林　

の
り
子	

長
尾
洋
子	

福
田
修
一	

福
田
節
子

宮
田
政
江	

市
川
敏
夫	

甲
斐
千
里	

岡
本
征
子	

高
久
征
子	

大
村
洋
永

林　

美
保	

髙
橋
久
子	

保
坂
栄
子

山
川
俊
子	

髙
部　

博	

岩
木
信
幸

奥　

陽
子	

奥　

一
郎	

三
橋
喜
久

大
舘
純
子　

Y
シ
ョ
ッ
プ
柳
澤
店　

柳
澤
元
一

寺
島
英
子　
　

三
中
西
博
介　

三
中
西
せ
い
子

水
越　

豊　

水
越
栄
子　

㈲
カ
ナ
イ
メ
デ
ィ
カ
ル

須
崎
昭
平　

三
宅
奉
子　

橋
本
ラ
イ
ヤ

出
浦
康
子　
　

以
上
１
６
６
名



２
０
２
１
年
12
月
１
日
〜
２
０
２
2
年
３
月
31
日

CH
：
ケ
ア
ハ
ウ
ス
、
GH
：
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

錦
：
錦
地
区　
　
至
特
：
至
誠
特
養　
ア
：
ア
ウ
リ
ン
コ

多
：
多
摩
川
ブ
ロ
ッ
ク　
和
：
和
光
ホ
ー
ム　
ス
：
ス
オ
ミ　

キ
：
キ
ー
ト
ス
ブ
ロ
ッ
ク　

国
：
国
分
寺
ブ
ロ
ッ
ク　
調
：
調
布
地
区　
オ
：
オ
ン
ニ

　
12　
　
月

９
木　
給
食
委
員
会（
和
）

10
金　
ス
オ
ミ
サ
ン
ク
ス
テ
ィ
パ
ー
テ
ィ
ー（
ス
）

15
水　
フ
ロ
ア
懇
談
会（
和
）

16
木　
和
光
会
役
員
会（
和
）

23
木　
ク
リ
ス
マ
ス
会（
至
特
）

24
金　
ク
リ
ス
マ
ス
会（
ア
・
国
・
オ
）

　
１　
　
月

１
土　
新
年
祝
賀
会

11
火　
給
食
委
員
会（
オ
）

13
木　
給
食
委
員
会（
和
）

14
金　
ど
ん
ど
焼
き

20
木　
給
食
委
員
会
・
ホ
ー
ム
委
員
会（
至
特
）
／
和
光
会
役

　
　
　
員
会（
和
）

26
水　
和
光
集
会（
和
）

　
２　
　
月

３
木　
豆
ま
き（
和
）

10
木　
給
食
委
員
会（
和
）

16
水　
フ
ロ
ア
懇
談
会（
和
）

17
木　
和
光
会
役
員
会（
和
）

　
３　
　
月

１
火　
２
０
２
２
年
度
法
人
新
任
研
修
オ
ン
ラ
イ
ン

３
木　
ひ
な
ま
つ
り（
和
）

７
月　
立
川
市
高
齢
者
福
祉
施
設
会
研
修
会
オ
ン
ラ
イ
ン（
キ
）

10
木　
給
食
委
員
会（
和
）

12
土　
家
族
介
護
者
教
室
オ
ン
ラ
イ
ン（
キ
）

14
月　
利
用
者
相
談
委
員
会
／
給
食
委
員
会（
オ
）

17
木　
給
食
委
員
会
・
ホ
ー
ム
委
員
会（
至
特
）
／
和
光
会
役

　
　
　
員
会（
和
）

23
水　
春
の
彼
岸
会

30
水　
和
光
集
会（
和
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
、
行
事
が
や
中
止
・
延
期

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
温
か
い
御
支
援
・
御
協
力
を
下
さ
い
ま
し
た
方
々
に
厚
く
御
礼
申
し

　
上
げ
ま
す
。（
敬
称
略
）
　
　
２
０
２
１
年
12
月
１
日
〜
２
０
２
２
年
３
月
31
日

①
金
員
の
部

森
下
早
苗　
　
大
越
朝
子　
　
綿
引
紀
子　
　
松
村
ク
ニ
子

鈴
木
德
子　
　
下
東
玲
子　
　
濱
﨑
裕
子　
　
荒
井
俊
晴　

長
谷
川
英
子　
安
本
善
衛　
　
安
本
サ
ヨ
子　
髙
山
忠
久

髙
山
俊
子　
　
梶
浦
善
江　
　
戸
田
理
一　
　
伊
藤
英
雄　

〈4〉

太
田　
利　
　
吉
﨑
武
子　
　
茂
木
ハ
マ
子　
上
野
和
夫

若
松
京
子　
　
佐
藤
さ
ち　
　
保
谷
正
幸　
　
泊　
房
枝

上
岡
謙
夫　
　
君
島
臣
孝　
　
浅
見
義
明　
　
江
原
美
規
子　

大
家
一
英　
　
倉
本　
宣　
　
佐
藤
眞
弘　
　
橋
本　
茂　

安
本
善
理　
　
㈱
関
山
代
表
取
締
役
社
長
関
山
尚
一

太
田
清
勝　
　
岡
田　
清　
　
熊
谷
育
子　
　
橋
詰　
亨　

大
橋
忠
弘　
　
大
井
田
フ
サ
エ　
佐
藤
晏
子　
原　
忠
昭　

船
橋
優
子　
　
宮
川
典
子　
　
横
田
照
夫　
　
小
川　
隆

小
野
俊
雄　
　
志
村
久
枝　
　
杉
原
メ
リ
子　
江
口
三
枝
子

㈱
サ
ン
プ
ロ
ス
代
表
取
締
役
馬
場
弘
行　
　
　
桑
原
千
代
子

高
松
信
幸　
　
種
村
和
江　
　
西
村
一
夫　
　
小
松
万
壽
子

小
松　
滋　
　
勝
木
敬
子　
　
渡
邉
綾
子　
　
熊
澤
和
枝

多
摩
中
南
米
文
化
同
好
会
代
表
旭
博
之　
　
　
谷
口
政
美　

辻
口
喜
明　
　
辻
口
三
穂
子　
桃
野
幸
子　
　
中
山
詔
八
郎

板
谷
誠
一　
　
坂
本
秀
高　
　
光
西
寺　
　
　
寺
澤
育
代　

大
澤
早
智
子　
清
水
紀
代
子　
田
代
啓
美　
　
渡
辺
由
紀
子

林
の
り
子　
　
市
川
敏
夫　
　
甲
斐
千
里　
　
高
久
征
子

大
村
洋
永　
　
林　
美
保　
　
髙
橋
久
子　
　
保
坂
栄
子　

髙
部　
博　
　
奥　
陽
子　
　
奥　
一
郎　
　
寺
島
英
子　

米
山
高
生　
　
三
中
西
博
介　
三
中
西
せ
い
子　
水
越
栄
子　

出
浦
康
子　
　
至
誠
ホ
ー
ム
後
援
会　
橋
本
冨
美
子

橋
本
正
明　
　
春
山
順
子　
　
あ
ゆ
み
の
箱

　
１
１
０
件(

延
２
１
１
件)

②
物
品
の
部

原
田
美
和
子　
（
公
財
）新
日
本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団

（
社
福
）
東
京
都
社
会
福
祉
協
議
会
東
京
善
意
銀
行　

須
﨑
佐
知
子　
末
木
洋
子　
若
原
幹
子　
玉
水
会
髙
橋
昭
治

三
菱
地
所
㈱　
木
下
正
己　
㈱
Ｙ
Ａ
Ｚ
Ａ
Ｗ
Ａ　
Ｌ
Ｕ
Ｍ
Ｂ
Ｅ
Ｒ

㈱
川
原
経
営
総
合
セ
ン
タ
ー
「
ふ
く
ろ
う
会
」
事
務
局　

昌
樹
寺
井
舟
哲
全　
坂
本
行
雄　
岡
部
千
津　
東
京
都
総
務
局

宗
教
法
人
真
如
苑　
フ
ー
ド
バ
ン
ク
立
川　
㈱
大
塚
商
会

厚
労
省　
芳
一
尚　
㈱
コ
パ
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

安
部　
剛　
㈱
ト
レ
ミ
ー
ル　
　
　
　
　

 　
37
件
（
延
76
件
）

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
１
）
一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
錦
地
区
）

【
立
川
市
】	 　
荒
井
百
合
子 

太
田　
利 

木
村
千
世
子

五
ノ
井
耐
子 

境
田
美
夏 

佐
藤
美
智
子 

佐
藤
ゆ
か
り 

鈴
木
幸
子 

諏
訪
信
二 

寺
島
英
子 

永
野
和
江 

野
村
哈
爾
美 

平
澤
基
幸 

水
野
美
鈴 

森　
美
南

【
日
野
市
】　　
今
井
幸
子 

山
本
英
明

【
国
立
市
】　　
岩　
小
鈴 

山
根
浩
子 

渡
部
敏
明

【
他　
市
】　　
阿
部
優
月 

木
下
正
己 

諸
井　
緑　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
延
97
名

一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
コ
ミ
ホ
ー
ム
）　　
な
し

一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
オ
ン
ニ
）　　
菊
地
真
紀　
　

 

延
６
名

一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
キ
ー
ト
ス
）

【
立
川
市
】　　
柏
町
隣
人
会　
立
川
第
九
中
学
校

青
柳
久
美 

網
代
ト
モ
子 

池
田
三
郎 

板
羽
多
枝
子 

加
賀
晴
子 

笠
間
久
子 

小
池
茂
子 

髙
橋
好
弘 

感
謝
録

ホ
ー
ム
日
誌

※入居施設定員
　至誠特別養護老人ホーム 96 名、至誠ホームアウリンコ 129 名、至誠ホームキートス 70 名、
　至誠ホームミンナ小規模特養 29 名、至誠和光ホーム 50 名、至誠ホームスオミ・ケアハウス 50 名、
　至誠ホームスオミ・グループホーム 9 名、調布若葉ケアセンターグループホーム 18 名、
　至誠ホームミンナグループホーム 18 名
※サービス付き高齢者向け住宅せせらぎ 15 戸　サービス付き高齢者向け住宅フラット「楽」７戸
※訪問介護は提供時間
※利用延日数

2021 年度ボランティア受入
福祉学習協力状況
　　2021 年 12 月〜 2022 年 3 月 ※ GH：グループホーム

特 養
施設名 事業名 一般V V体験 計 累計

至誠特別養護
老 人 ホ ー ム

至 誠 ホ ー ム
ア ウ リ ン コ

生 活 ア ク テ ィ ビ テ ィ
至 誠 和 光
ホ ー ム

至 誠 ホ ー ム
ス オ ミ
至 誠 コ ミ
ケアセンター

至誠調布若葉
ケアセンター
至誠調布柴崎
ケアセンター

至 誠 ホ ー ム
オ ン ニ

至 誠 柏
ケアセンター

至 誠 ホ ー ム
ミ ン ナ

至 誠 国 分 寺
ケアセンター

特 養
通所介護

軽費老人
ホ ー ム
ケアハウス
G H
いこいの場
通所介護
G H
通所介護
特 養
ショート
看護小規模
多 機 能

特 養
通所介護
通所介護
小規模多機
能居宅介護

特 養
G H
通所介護

計

至 誠 ホ ー ム
キ ー ト ス

	 72	 0	 72	 336
	 15	 0	 15	 42
	 4	 0	 4	 12
	 7	 0	 7	 38
	 3	 0	 3	 15
	 0	 0	 0	 0
	 0	 0	 0	 0
	 0	 0	 0	 0
	 7	 0	 7	 23
	 0	 0	 0	 0
	 0	 0	 0	 0
	 13	 0	 13	 19
	 0	 0	 0	 0
	 0	 0	 0	 0
	 235	 0	 235	 655
	 27	 0	 27	 71
	 25	 0	 25	 65
	 34	 0	 34	 98
	 0	 0	 0	 0
	 0	 0	 0	 0
	 11	 0	 11	 35
	 453	 0	 453	1,409

2021年度至誠ホーム利用者状況   
累計事　業　内　容

ふれあい夕ごはん事業
利用者数

保養ステイ事業（和光）
保養ステイ事業（スオミ）
通所介護（至誠アクティブセンター）
至誠ホームアウリンコ
至誠ホームキートス
至誠ホームオンニ	
至誠ホームアウリンコ
調布若葉ケアセンター
調布柴崎ケアセンター
至誠キートスケアセンター
至誠柏ケアセンター
至誠国分寺ケアセンター
至誠コミケアセンター
至誠キートスケアセンター
至誠ホームミンナ
至誠ホームオンニ

12 月 １月 ２月 ３月

自主事業

短期入所
生活介護

通所介護

訪問介護

小規模多機能

	 298	 275	 252	 314	 3,412
	 29	 27	 28	 28	 323
	 0	 0	 2	 0	 78
	 0	 0	 0	 0	 30
	 78	 78	 29	 60	 719
	 364	 314	 265	 341	 4,353
	 282	 243	 161	 243	 3,099
	 54	 29	 20	 50	 486
	 571	 478	 435	 553	 6,417
	 643	 579	 387	 591	 6,516
	 	 	 	 	 999
	 812	 745	 597	 842	 9,471
	 667	 585	 550	 724	 7,484
	 411	 390	 378	 491	 4,973
	 775	 635	 638	 769	 8,736
	 600	 565.5	 538.5	 656.5	 7,273.0
	 609	 589	 532	 563	 7,169
	 279	 279	 252	 279	 3,734



　
２
０
２
１
年
12
月
１
日
〜
２
０
２
２
年
３
月
31
日

（
１
）
実
習
研
修

◎
社
会
福
祉
士

桜
美
林
大
学　
岸
本
涼
介（
24
日
）／
大
妻
女
子
大
学  

尾
形
美

咲（
24
日
）／
大
原
学
園　
水
口
和
美（
６
日
）／
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園　

青
木
も
え
祈（
12
日
）／
十
文
字
学
園
女
子
大
学　
岩
岡
愛
茉
・

和
田
彩
音
（
各
８
日
）　　
　
　
　
　
　

計
８
名　
延
82
日
間

◎
介
護
福
祉
士

大
原
学
園　
土
屋
友
吾（
20
日
）／
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
医
療
福
祉
専

門
学
校　

モ
ー
ピ
ュ
ピ
ュ
カ
イ
ン
・
萩
原
航
大
・
田
中
佑
奈

（
各
９
日
）／
十
文
字
学
園
女
子
大
学　
仁
平
彩
貴
・
桑
子
理
加

・
永
田
雛
子
・
舟
木
弥
子（
各
３
日
）・
影
山
美
生（
20
日
）

計
９
名　
延
79
日
間

◎
そ
の
他
の
実
習

東
京
都
立
府
中
看
護
専
門
学
校　
３
名（
各
１
日
）

計
３
名　
延
３
日
間

（
２
）
体
験
学
習　
　
な
し

（
３
）
見
学
・
視
察　
　
※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
の
た
め
、
見
学
等
の
受
入
を
中
止
し
て
い
ま
す
。

田
中
清
子 

田
邉
シ
ゲ
子 

鶴
巻
清
子 

寺
本
一
俊

栃
木
房
義 

中
野
庸
夫 

中
村
さ
と
子 

野
田
光
子 

福
嶋
紀
子 

星
喜
美
子 

本
間
秋
子 

本
間
和
吉 

山
崎
絹
江

【
国
分
寺
市
】 
神
宮
路
久
枝　
山
本
佳
子

【
他
市
】　 
田
久
保
妙
子 

横
川
澄
子　
　
　
延
２
６
２
名

一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
柏
セ
ン
タ
ー
）

【
立
川
市
】 　

 

小
林
好
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
延
25
名

一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
ミ
ン
ナ
）

【
国
分
寺
市
】 

栗
原
克
徳　
　
能
崎　
弘　
　
　

    

延
34
名

一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
も
と
ま
ち
）

【
国
分
寺
市
】　
国
際
文
化
理
美
容
専
門
学
校  

　
延
11
名

一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
調
布
若
葉
）

【
調
布
市
】　 

渡
会
健
一 

小
泉
圭
右 
木
村
宏
子

　
　
　
延
５
名

一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
調
布
柴
崎
）　
な
し

（
２
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

〔
錦
〕〔
柏
セ
ン
タ
ー
〕〔
キ
ー
ト
ス
〕〔
ミ
ン
ナ
〕

〔
も
と
ま
ち
〕〔
調
布
若
葉
〕　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〈5〉

№ 359

　
寄
付
の
ご
案
内 

ーーーー

　
　
　
寄
付
の
お
願
い

　
日
頃
よ
り
至
誠
ホ
ー
ム
の
運
営
に
つ
き
ま
し
て

は
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
至
誠
ホ
ー
ム
で
は
、
社
会
福
祉
に
関
心
の
あ
る

市
民
の
方
々
や
各
種
企
業
・
団
体
の
皆
様
か
ら
の

ご
寄
付
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
寄
付
金
は
、
介

護
保
険
事
業
の
み
な
ら
ず
、
至
誠
ホ
ー
ム
独
自
の

自
主
事
業
、
地
域
貢
献
事
業
等
、
地
域
福
祉
の
た

め
に
、
有
効
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

（
使
用
用
途
は
指
定
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
）

　
　
税
制
上
の
優
遇
措
置
に
つ
い
て

　
社
会
福
祉
法
人
へ
の
ご
寄
付
に
つ
い
て
は
、
寄

付
金
控
除
等
、
税
制
上
の
優
遇
措
置
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

１
．
個
人
の
方

　
①
所
得
控
除
も
し
く
は
税
額
控
除

　
総
所
得
金
額
の
合
計
額
か
ら
の
控
除
（
所
得
控

除
）
と
、
寄
附
金
特
別
控
除
（
税
額
控
除
）
の
い

ず
れ
か
有
利
な
方
を
選
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

ど
ち
ら
で
も
寄
付
金
控
除
を
受
け
る
た
め
に

は
、
確
定
申
告
が
必
要
で
す
。
寄
付
を
さ
れ
た
と

き
に
、
至
誠
ホ
ー
ム
か
ら
お
渡
し
す
る
寄
付
金
領

収
書
を
、
確
定
申
告
時
に
添
付
し
て
下
さ
い
。

　
②
住
民
税
の
寄
付
金
控
除

　
住
民
税
も
寄
付
金
控
除
の
対
象
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
、お
住
ま
い
の
区
市
町
村
の

税
務
担
当
課
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
③
相
続
財
産
の
ご
寄
付

　
ご
相
続
や
ご
遺
贈
に
よ
っ
て
取
得
さ
れ
た
財
産

を
社
会
福
祉
法
人
に
寄
付
な
さ
っ
た
場
合
、
原
則

と
し
て
そ
の
相
続
財
産
は
非
課
税
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
お
近
く
の
税
務
署
に
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。

２
．
法
人
の
方

　
一
般
の
寄
付
金
と
は
別
枠
で
、
寄
附
金
の
合
計

額
と
特
別
損
金
算
入
限
度
額
と
の
い
ず
れ
か
少
な

い
金
額
の
範
囲
内
で
、
確
定
申
告
時
に
損
金
算
入

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
寄
付

金
を
支
払
っ
た
と
き
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　　
至
誠
ホ
ー
ム
で
は
、
平
成
31
年
4
月
に
、
立
川

市
錦
町
2
丁
目
に
「
至
誠
ホ
ー
ム
オ
ン
ニ
」
を
開

設
す
る
等
、
地
域
の
皆
様
に
貢
献
す
べ
く
事
業
を

展
開
し
て
お
り
ま
す
。

　
ご
寄
付
は
、
至
誠
ホ
ー
ム
の
事
業
を
行
う
上
で

の
大
き
な
支
え
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
か
ら

の
温
か
い
お
気
持
ち
を
ぜ
ひ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

今
後
と
も
引
き
続
き
、
ご
支
援
ご
協
力
を
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
お
問
合
せ
：
社
会
福
祉
法
人
至
誠
学
舎
立
川　

　
　
　
　
　
至
誠
ホ
ー
ム　
経
理

　
　
　
　
　
電
話 

０
４
２
ー
５
２
７
ー
０
０
３
１
㈹

第
57
回
利
用
者
相
談

委
員
会
の
報
告

　
去
る
令
和
４
年
３
月
14
日
㈪
、
第
57
回
利
用

者
相
談
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
９
月
以
降
に
寄

せ
ら
れ
た
お
申
し
出
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま

し
た
。

１
．
お
手
紙
コ
ー
ナ
ー

Ｌ
２
０
２
１
―
５　
至
誠
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
入
居
者　
お
礼

■
毎
日
の
お
食
事
、
と
て
も
抜
群
の
味
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
職
員
の
方
も
優
し
く
、
私
は

幸
せ
の
絶
頂
に
今
現
在
お
り
ま
す
。
今
の
こ
と

を
心
に
停
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
＊
回
答
者
：
至
誠
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

園
長　
鈴
木　
篤
）

⬇
お
褒
め
の
言
葉
を
頂
き
大
変
恐
縮
で
す
。

私
た
ち
に
と
っ
て
、
利
用
者
の
方
よ
り
直
接
感

謝
の
言
葉
を
い
た
だ
く
こ
と
は
こ
の
上
な
い

喜
び
で
す
。
特
に
お
食
事
は
好
み
の
違
い
が
あ

り
、
満
足
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
時
に
難
し
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
職
員
一
同
、
こ
れ
か
ら
も

日
々
の
努
力
を
怠
ら
ず
に
抜
群
と
言
っ
て
頂
け

る
よ
う
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

　
ま
た
、
職
員
の
対
応
や
生
活
に
対
し
て
評
価

を
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍

の
状
況
が
続
き
、
皆
様
に
は
大
変
ご
不
便
を
お

か
け
し
て
い
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と

も
、
気
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
遠
慮
な

く
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

　
以
上
を
含
め
、
令
和
３
年
度
下
半
期
は
、
お

手
紙
が
２
件
で
し
た
。

福
祉
学
習
協
力

　
至
誠
ホ
ー
ム
で
は
、
皆
様
の
ご
意
見
・
ご
要

望
等
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

苦
情
や
要
望
を
伝
え
た
い
と
お
考
え
の
方

は
、
至
誠
ホ
ー
ム
内
に
設
置
し
て
あ
る
「
お
手

紙
ポ
ス
ト
」
や
、
利
用
者
相
談
委
員
会
専
用
電

話
を
ご
利
用
下
さ
い
。
直
接
職
員
に
お
声
か
け

い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。

　
専
用
電
話		

０
４
２（
５
２
７
）０
３
７
４



〈6〉

立
川
市
北
部
中
さ
い
わ
い
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー	

０
４
２（
５
３
８
）２
３
３
９

立
川
市
に
し
き
福
祉
相
談
セ
ン
タ
ー		

０
４
２（
５
２
７
）０
３
２
１

国
分
寺
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
も
と
ま
ち	

０
４
２（
４
０
１
）０
０
３
５

国
分
寺
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
み
き	

０
４
２（
３
０
０
）３
７
０
２

国
分
寺
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ほ
ん
だ	

０
４
２（
３
０
０
）２
３
３
９

調
布
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
至
誠
し
ば
さ
き	

０
４
２（
４
８
８
）１
３
０
０

　
２
月
15
日
に
消
費
者
被
害
を
テ
ー
マ
に
地
域

ケ
ア
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。
民
生
委
員
や
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
等
高
齢
者
の
支
援
や
見
守
り
を

担
っ
て
い
る
方
に
参
加
し
て
頂
き
、
消
費
者
被

害
を
防
止
す
る
た
め
に
何
が
出
来
る
か
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

　
様
々
な
立
場
か
ら
ご
意
見
を
頂
き
、
消
費
者

被
害
防
止
の
た
め
に
は
事
前
に
防
止
対
策
を
取

る
と
と
も
に
、
普
段
か
ら
周
囲
の
人
と
気
軽
に

相
談
し
合
え
る
関
係
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
大

切
だ
と
い
う
こ
と
を
、
共
有
出
来
ま
し
た
。

　
ま
た
、
講
師
に
は
調
布
警
察
署
の
方
を
お
招

き
し
、
消
費
者
被
害
の
現
状
や
高
齢
者
へ
の
声

掛
け
の
ポ
イ
ン
ト
等
に
つ
い
て
お
話
を
し
て
頂

き
ま
し
た
。
街
で
高
齢
者
を
見
か
け
た
時
に

①
（
現
金
が
入
っ
て
い
そ
う
な
）
紙
袋
を
持
っ

て
立
っ
て
い
る
。

②
誰
か
と
電
話
を
し
な
が
ら
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
し

　
て
い
る
。

③
コ
ン
ビ
ニ
で
電
子
マ
ネ
ー
を
買
っ
て
い
る
。

高
齢
者
の
消
費
者
被
害
を
防
ご
う

　

こ
の
よ
う
な
高
齢
者
が
い
た
ら
詐
欺
被
害

に
あ
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
出
来

る
だ
け
声
を
掛
け
て
ほ
し
い
と
の
お
話
が
あ

り
ま
し
た
。

　

現
在
Ａ
Ｔ
Ｍ
や
電
子
マ
ネ
ー
を
使
っ
た
詐

欺
等
、
様
々
な

手
口
の
被
害
が

発
生
し
て
お
り
、

高
齢
者
が
被
害

に
あ
わ
な
い
た

め
に
は
、
周
囲

の
見
守
り
や
声

掛
け
が
必
要
不

可
欠
と
な
り
ま

す
。

　

今
後
も
、
高
齢
者
が
安
心
・
安
全
に
生
活

が
送
れ
る
よ
う
様
々
な
情
報
を
発
信
し
、
支

援
者
等
と
情
報
共
有
し
な
が
ら
見
守
り
の
強

化
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

調
布
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
至
誠
し
ば
さ
き　

鴻  

巣　
友
理
子　

　
令
和
4
年
2
月
28
日
の
出
勤
時
間
帯
に
、
国

分
寺
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ほ
ん
だ
所
属
の

矢
羽
々
真
利
子
職
員
が
国
分
寺
市
内
で
倒
れ
て

い
る
高
齢
者
の
人
命
救
助
に
携
わ
り
感
謝
状
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
国
分
寺
消
防
署
長
か
ら
は
、
救
急
隊
が
到
着

す
る
ま
で
の
適
切
な
心
肺
蘇
生
、
周
囲
へ
の
的

確
な
指
示
や
助
言
に
感
謝
し
て
い
ま
す
と
の
お

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
日
頃
か
ら
様
々
な
対
応
を
し
て
い
る
と
は
言

え
、
な
か
な
か
こ
の
よ
う
な
場
面
に
出
く
わ
す

と
落
ち
着
い
て
行
動
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
思

わ
れ
ま
す
が
、
迅
速
な
対
応
を
し
て
く
れ
た
こ

と
に
私
た
ち
も
喜
び
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
場
に
至
誠
ホ
ー
ム
の
職
員
が
携
わ
り
適
切

な
対
応
を
し
て
く
れ
た
こ
と
に
う
れ
し
さ
と
職

業
人
と
し
て
の
誇
り
を
感
じ
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
ま
り
喜
ば
し
い
報
告
が
出
来

な
い
日
々
の
中
、
皆
様
に
こ
の
よ
う
な
ご
報
告

が
出
来
る
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
そ
し

て
ホ
ー
ム
の
職
員
の
皆
様
、
こ
れ
か
ら
も
日
々

の
仕
事
、
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　
国
分
寺
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ほ
ん
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
TL　
櫻
井
賢
司

国分寺消防署より人命
救助に対する感謝状を
いただきました

感謝状を受ける矢羽々職員

　

第
６
波
の
新
規
感
染
者
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
た

２
月
上
旬
に
、
施
設
内
で
感
染
が
発
生
し
ま
し

た
。
３
月
中
旬
の
終
息
ま
で
に
、
累
計
で
利
用

者
11
名
、
職
員
12
名
の
感
染
数
と
な
り
ま
し

た
。

　

特
に
利
用
者
の
皆
様
の
感
染
に
つ
い
て
は
、

医
療
機
関
が
逼
迫
し
て
い
た
時
期
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
施
設
内
で
療
養
が
必
要
と
な
り
、
東

京
都
よ
り
医
師
の
派
遣
を
受
け
て
対
応
す
る
な

ど
、
厳
し
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
が
、
保
健
所

や
関
係
機
関
と
連
携
し
、
何
と
か
終
息
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
感
染
発
生
で
、
ご
家
族
や
関
係
者

の
皆
様
に
大
変
な
ご
心
配
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
、
誠
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
感
染
に

関
す
る
連
絡
の
際
、
多
く
の
方
よ
り
励
ま
し
を

頂
戴
し
ま
し
た
こ
と
に
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま

す
。

　

今
後
は
、
よ
り
一

層
感
染
防
止
対
策
を

実
施
し
て
参
り
ま

す
。
引
き
続
き
ご
支

援
の
程
、
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　
　
　
　
至
誠
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
　

　
　
　
　
　
園
長
　
鈴
　
木
　
　
　
篤

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
報
告


